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奥
森
吉
の
太
平
湖
で
は
、
６
月
か
ら
遊
覧
船
の
運
航
が
始
ま
り
ま
し
た
。
太
平
湖
は
、
森
吉
ダ

ム
の
完
成
に
よ
っ
て
で
き
た
周
囲
30
㎞
の
人
造
湖
。
湖
に
は
大
小
の
渓
流
が
注
ぎ
、
初
夏
か
ら
秋

ま
で
渓
谷
の
探
勝
や
釣
リ
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
25
分
ほ
ど
の
遊
覧
の
あ
と
、
対
岸
の
桟
橋
に
到

着
。
こ
こ
が
「
三
階
滝
」
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
滝
が
連
続
す
る
小
又
峡
の
入
り
口
で
す
。

太
平
湖
と
遊
覧
船「
森
吉
丸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
森
吉
で
）

太
平
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遊
覧
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森
吉
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一 般 会 計
予算額　218億3938万8千円

平
成
17
年
度

北
秋
田
市
予
算

の
あ
ら
ま
し

歳入のその他の内訳

地方譲与税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

地方特例交付金

自動車取得税交付金

財産収入

4億9044万7千円

6億717万円

3億78万9千円

9350万円

9930万円

7141万6千円

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

ゴルフ場利用税交付金

寄附金

繰越金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

1630万円

721万5千円

1260万円

3791万6千円

1千円

155万円

1万５千円

歳出のその他の内訳

議会費

労働費�

災害復旧費

予備費

諸支出金�

3億5975万9千円

6447万6千円

8322万2千円

2000万円

 3629万6千円

その他
5億6375万3千円

 (2.6%)

商工費
5億8007万8千円

(2.7%)

消防費
9億4998万2千円

(4.3%)

農林水産業費
14億5987万2千円

         (6.7%)

土木費
17億108万4千円

 (7.8%)

公債費
31億7821万円

     (14.6%)

衛生費
18億4151万1千円

         (8.4%)

総務費
22億3976万8千円

(10.3%)

教育費
36億8436万4千円

(16.9%)

民生費
56億4076万6千円

(25.8%)

歳 出

その他
17億3821万9千円

（8.0%）地方消費税交付金
3億8300万円

（1.8%）
諸収入

5億789万2千円
（2.3%）

国庫支出金
18億5647万1千円

（8.5%）

市債
19億2960万円

（8.8%）

繰入金
13億4754万4千円

（6.2%）

県支出金
13億4051万6千円

（6.1%）

市税
28億4376万5千円

（13.0%）

地方交付税
98億9238万1千円

（45.3%）

歳 入
　

平
成
17
年
度
の
北
秋
田
市
の
予
算
は
、
旧
４
町
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
中
、
旧
町
で
の
継
続
事
業
に
重
点
を
置
き
、
合
併
協

定
書
・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
国
・
県
の
予
算
内
示
な
ど
を
考
慮
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
伴
い
地
方
交
付
税
が
前
年
度
よ
り
増
加
す
る
恩
恵
は
あ
る
も
の
の
、
根
幹
と
な
る
自
主
財
源
の
市
税
が
約
７
千
万
円
減
る
見
込

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
事
務
所
の
設
置
費
等
新
た
な
財
政
需
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
経
常
経
費
が
増
加
し

て
お
り
、
政
策
的
経
費
に
充
当
す
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
一
層
の
財
政
の
簡
素
効
率
化
に

努
め
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
本
予
算
は
、
２
１
８
億
３
９
３
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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各特別会計当初予算

区　　　分
平成17年度
予 算 額

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険合川診療所

老 人 保 健

介 護 保 険

介護サービス事業

簡 易 水 道

農業集落排水事業

下 水 道 事 業 �

特定地域生活排水処理事業

宅 地 造 成 事 業

主な事業（一般会計）主な事業（一般会計）

広報事業� 33,194千円

国際交流推進事業� 5,470千円

市議会議員一般選挙� 93,621千円

生活バス路線運行維持事業� 57,246千円

秋田内陸線運営事業� 85,487千円

電算運用費� 156,712千円

自治活動推進費� 15,265千円

社会福祉協議会補助金　�90,000千円

国民健康保険特別会計繰出金　�367,291千円

介護保険特別会計繰出金� 537,891千円

介護サービス事業特別会計繰出金� 172,918千円

介護予防・地域支え合い事業　�80,950千円

生活支援ハウス運営事業� 56,529千円

老人ホーム費� 253,151千円

障害者支援費支給事業� 491,331千円

老人医療給付事業� 356,471千円

福祉医療給付事業　� 251,278千円

私立保育園運営費　� 297,480千円

延長保育事業� 22,223千円

保育園・子育て支援拠点施設整備事業� 83,104千円

母子父子福祉費� 9,431千円

母子生活支援施設措置費　� 7,545千円

児童福祉施設費　� 640,675千円

へき地保育所費　� 34,559千円

児童館費　� 158,478千円

生活保護費　� 682,376千円

保健事業　� 115,243千円

予防事業� 　24,956千円

母子保健事業　� 16,314千円

地域医療推進事業　� 38,122千円

環境衛生費　� 124,193千円

塵芥処理費　� 107,575千円

クリーンリサイクルセンター費� 192,358千円

水道費� 　216,573千円

病院費� 394,346千円

中山間地域直接支払交付事業� 26,295千円

あなたと地域の農業夢プラン応援事業� 38,170千円

「地域で創る水田農業」支援事業� 10,719千円

バイオマス利活用フロンティア推進事業� 175,305千円

県営担い手育成基盤整備事業� 74,450千円

県営基幹水利施設補修事業　�12,600千円

中山間地域総合整備事業� 45,481千円

農業集落排水事業特別会計繰出金� 162,259千円

緑化推進事業　� 12,842千円

木材産業構造改善事業　� 5,618千円

木材公共施設整備事業　�35,830千円

森林整備地域活動支援推進事業� 58,920千円

ふるさと林道整備事業� 71,054千円

商業活力再生支援事業　� 7,802千円

空港周辺施設管理費　� 16,270千円

森吉山スキー場開発対策費� 6,100千円

企業誘致対策費� 18,677千円

道路維持費　� 415,815千円

道路新設改良事業　� 402,252千円

都市計画街路事業� 　23,974千円

公営住宅整備事業　� 90,593千円

下水道事業特別会計繰出金� 466,087千円

学校建設事業　� 392,360千円

伊勢堂岱遺跡調査発掘事業　�74,344千円

森吉山ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査事業　�113,091千円

市営プール建設事業　� 500,000千円

国体準備費　� 208,121千円

3,778,287

385,293

5,076,545

3,421,816

1,122,453

1,008,478

550,659

2,059,440

55,244

315,891

坊 沢 財 産 区

綴 子 財 産 区

栄 財 産 区

沢 口 財 産 区

七日市財産区

米内沢財産区

前 田 財 産 区

阿仁合財産区

大阿仁財産区

729

755

784

3

699

8,059

48,656

3,072

9,813

17,846,676

平成17年度
予 算 額

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

平成16年度末各種基金残高見込額

基金名称

財政調整基金

減債基金

まちづくり基金

地域福祉基金

中山間ふるさと水と土保全基金

国民健康保険財政調整基金

簡易水道事業減債基金

介護保険財政調整基金

土地開発基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護保険給付費等貸付基金

育英資金貸付基金

特別導入事業基金

ふるさと基金

合計

残高見込額

1,226,692千円

352,388千円

168,847千円

135,762千円

27,027千円

421,899千円

90,132千円

180,427千円

486,296千円

9,907千円

18,002千円

18,824千円

10,260千円

284,777千円

3,431,240千円

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税

市が徴収する税

国・県から目的により負担金、補助金、

委託金として交付される支出金

事業等のための市の借入金

諸々の収入（利子収入など）

地方交付税

市 税

国・県支出金

市 債

諸 収 入

歳出項目の用語解説

高齢者、障害者、児童福祉など福祉全般

の費用

小中学校、幼稚園、各種教育施設の整

備、生涯学習、公民館などの費用

職員、庁舎管理、選挙などの費用

道路等の建設費用

市が事業のため借り入れたお金の返済金

農林業等の費用

ゴミ処理、基本健診などの費用

消防防災などの費用

商工業振興などの費用

民 生 費

教 育 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

農林水産費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

今年度は

　こうして
　まちづくりを
　進めます

（単位：千円）

特別会計合計

※水道事業会計、阿仁病院事業会計を除く。
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◇
総
合
発
展
計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
辺
地
総
合
整
備
計
画

　

の
策
定

◇
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

◇
大
型
店
出
店
の
促
進

◇
限
ら
れ
た
財
源
に
よ
る
、
山
積
す
る
行
政
課
題
へ
の
取
り
組
み

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
稼
動

◇
月
２
回
の
広
報
発
行
に
よ
る
市
民
へ
の
情
報
提
供

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
の
情
報
を
全
国
発
信

平
成
17
年
度
は
、
「
勢
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
北
秋
田
市
を
目
指
し
て
」

「
都
市
機
能
の
整
備
と
産
業
の
活
性
化
」
「
市
人
口
の
抑
制
と
永
続
性

の
あ
る
福
祉
政
策
の
実
現
」
「
新
時
代
を
担
う
人
づ
く
り
」
「
合
併
に

よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
」
の
５
項

目
を
基
本
方
針
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
観
光

◇
森
吉
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
存
続
に
向
け
た
要
望
活
動

◇
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
た
森
吉
山
観
光

◇
「
阿
仁
マ
タ
ギ
特
区
」
の
活
用
に
よ
る
誘
客
促
進

◇
大
太
鼓
の
館
の
施
設
充
実
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
積
極
的
な
観
光
情
報
発
信

◇
観
光
パ
ン
フ
の
首
都
圏
等
へ
の
配
布

■
商
工
業

◇
商
業
活
性
化
総
合
支
援
事
業
等
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店

　

街
づ
く
り
の
推
進

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
組
織
拡
大
と
業
務
の
開
拓
に
つ
い

　

て
の
支
援

■
道
路
・
河
川

◇
都
市
計
画
道
路
「
太
田
川
口
線
」
の
建
設
促
進
（
総
合
庁
舎
か
ら
元

　

町
に
接
続
す
る
区
間
の
測
量
・
設
計
へ
の
着
手
）

◇
市
営
住
宅
の
建
設
（
上
杉
駅
前
団
地
内
）

◇
市
道
の
新
設
改
良
工
事

　

・
七
日
市
松
沢
線
ほ
か
の
新
設
改
良
工
事
な
ど
（
鷹
巣
支
所
）

　

・
湯
口
内
線
橋
梁
工
事
ほ
か
（
阿
仁
支
所
）

　

・
東
根
田
下
杉
線
改
良
の
た
め
の
調
査
設
計
委
託
な
ど（
合
川
支
所
）

　

・
神
成
線
ほ
か
の
側
溝
改
良
工
事
な
ど
（
森
吉
支
所
）

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
建
設
促
進

◇
中
岱
橋
の
新
設
を
含
む
中
岱
工
区
、
国
道
２
８
５
号
線
滝
ノ
沢
バ
イ

　

パ
ス
、
国
道
１
０
５
号
米
内
沢
バ
イ
パ
ス
ほ
か
県
事
業
に
対
す
る
推

　

進
要
望

■
上
下
水
道

◇
下
水
道
の
面
的
な
整
備
促
進

◇
水
道
老
朽
化
施
設
の
整
備
促
進

◇
中
岱
橋
建
設
に
伴
う
関
連
補
償
工
事
の
配
水
管
移
設

■
ご
み
・
廃
棄
物
処
理
・
交
通
安
全
な
ど

◇
ご
み
の
分
別
収
集
、
減
量
化
の
取
り
組
み
推
進

◇
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
廃
棄
物
処
理
施
設
の
安
全
な

　

稼
動
と
維
持
管
理

◇
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理

◇
交
通
安
全
運
動
へ
の
取
り
組
み

■
防
災
・
消
防

◇
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
、
北
秋
田
市
」
を
め
ざ
し
た
地
域
防
災

　

計
画
の
策
定

◇
防
災
無
線
等
の
再
編
計
画
の
策
定

◇
５
台
の
救
急
車
の
有
効
活
用

◇
救
急
救
命
士
の
養
成
と
教
育
訓
練

◇
市
民
参
加
の
訓
練
、
講
習
会
等
の
積
極
的
開
催

◇
防
火
対
象
物
等
の
防
火
管
理
の
徹
底

■
国
民
健
康
保
険
・
保
健
事
業

◇
保
険
者
ヘ
ル
ス
事
業
の
積
極
的
推
進

◇
新
国
保
３
％
運
動
の
推
進

◇
ガ
ン
検
診
や
基
本
健
診
な
ど
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上

◇
健
康
教
育
等
に
係
る
事
業
の
充
実

■
福
祉
（
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
）

◇
保
育
料
の
軽
減
措
置
等
の
実
施

◇
老
朽
化
し
た
保
育
施
設
の
改
築
整
備
（
17
年
度
・
前
田
保
育
園
）

◇
家
庭
相
談
員
に
よ
る
各
種
相
談
（
虐
待
・
要
保
護
児
童
等
）

◇
母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
生
活
支
援
、
就
業
支
援
等

◇
生
活
保
護
に
係
る
適
正
な
保
護
の
実
施

◇
障
害
者
へ
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施

◇
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

◇
新
病
院
の
建
設
に
係
る
基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
策
定

◇
阿
仁
病
院
に
係
る
適
正
規
模
の
医
療
機
関
と
し
て
の
整
備

◇
合
川
診
療
所
の
維
持
対
策
と
し
て
の
出
張
診
療
や
在
宅
患
者
訪
問
診

　

療
、
看
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護
の
充
実

■
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
な
ど

◇
生
涯
学
習
等
の
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
の
取
り
組
み

◇
文
化
会
館
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
な
ど
の
利
用
促
進

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
、
橋
場
岱
遺
跡
の
発
掘
調
査

■
公
民
館

◇
公
民
館
活
動
の
充
実
と
市
民
交
流
の
推
進

◇
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
促
進
（
坊
沢
・
蟹
沢
・
摩
当
・
楢
木
田
・
浦

　

田
の
５
つ
の
ほ
場
整
備
）

◇
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
の
体
制
整
備

◇
畑
作
園
芸
振
興
に
係
る
収
益
性
の
高
い
戦
略
作
物
の
普
及
促
進

◇
畜
産
振
興
に
係
る
低
コ
ス
ト
化
の
推
進

◇
森
林
資
源
の
適
正
な
育
成
に
よ
る
良
質
材
の
生
産
拡
充

◇
鷹
巣
地
区
で
の
地
籍
調
査
事
業
の
継
続

■
小
中
学
校

◇
学
級
数
の
適
正
規
模
化
に
向
け
た
再
編
計
画
へ
の
取
り
組
み

◇
前
田
小
学
校
の
建
設
事
業
（
前
田
保
育
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

　

の
合
築
事
業
）

◇
学
校
施
設
の
耐
震
性
能
の
向
上

◇
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
意
欲
と
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
時
代
の
要
請

　

に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成

◇
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
の
指
導
の
徹
底
な
ど

◇
「
元
気
で
明
る
い
北
秋
田
っ
こ
」
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

■
幼
稚
園

◇
幼
児
の
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導

■
高
等
学
校
ほ
か

◇
市
立
合
川
高
校
に
お
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

◇
第
５
次
高
等
学
校
整
備
計
画
に
対
応
し
た
施
設
整
備
計
画
の
検
討

◇
「
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

　

と
教
職
員
の
各
種
研
究
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

◇
市
民
プ
ー
ル
の
建
設

◇
鷹
巣
陸
上
競
技
場
の
第
３
種
競
技
場
と
し
て
の
公
認
の
更
新
に
向
け

　

た
補
修
整
備

■
国
体
関
係

◇
秋
田
わ
か
杉
国
体
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
の
組
織
化

◇
国
体
開
催
各
種
目
の
会
場
整
備
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
、
山
岳
競
技

　

ほ
か
）

市民プールの建設前田小学校の建設 大型店出店の推進

森吉・阿仁スキー場の
存続要望活動

　

本
年
度
は
、
合
併
後
の
初
年
度
と
な
る
た
め
、
市
の
総
合
発
展

計
画
や
新
病
院
建
設
の
た
め
の
基
本
構
想
、
男
女
共
同
参
画
計
画

な
ど
基
本
的
な
計
画
の
立
案
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
旧
４
町
か

ら
の
積
み
上
げ
の
形
で
引
き
継
い
だ
事
業
と
な
り
ま
す
。
主
な
建

設
事
業
と
し
て
は
、
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
（
鷹
巣
地
区
）、
前
田
小

学
校
の
建
設
（
森
吉
地
区
）、
国
体
準
備
の
た
め
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
会
場
（
阿
仁
地
区
）・
山
岳
競
技
会
場
（
森
吉
地
区
）
等
の
整

備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

項
目
別
の
主
な
施
政
方
針
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
17
年
度
施
政
方
針

■
道
路
・
河
川
・
上
下
水
道

■
企
画
・
財
政
・
広
報
な
ど

■
農
林
業

■
観
光
と
商
工
業

■
生
活
環
境
・
防
災
な
ど

■
福
祉
・
保
健

■
医
療

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
高
校

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
・
国
体
関
係

【
17
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】

【
17
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】

◇総合発展計画
◇過疎地域自立促進計画
◇辺地総合整備計画
◇男女共同参画計画
◇新病院建設基本構想
　　　〃　　基本計画
　等の計画策定

今年度は

　こうして
　まちづくりを
　進めます

●平成17年度施政方針
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《６月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
　

平
成
17
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
と
13
日
に
は
、
行
政
報
告
、

提
出
議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
が
行
わ
れ
、
14
日
、
15
日
、

16
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、
17
日
か
ら
は
各
常
任

委
員
会
で
付
託
議
案
等
を
審
議
し
24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
６
月
定
例
議
会
の
行
政

報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
関
係

【
総
務
課
】

　

新
市
役
所
の
開
庁
式
が
３
月
22

日
、
本
庁
舎
前
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
支
所
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
開
所
式
を
行
い
、
新
制

北
秋
田
市
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　

５
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
、

市
長
部
局
３
９
４
名
、
各
行
政
委

員
会
１
２
９
名
、
公
営
企
業
44
名
、

消
防
本
部
97
名
、
合
計
６
６
４
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
税
務
課
】

　

軽
自
動
車
税
の
当
初
課
税
状
況

は
、
課
税
台
数
１
万
５
９
３
５
台
、

課
税
額
６
５
２
６
万
９
千
円
、
ま

た
、
固
定
資
産
税
の
当
初
課
税
状

況
は
、
納
税
義
務
者
数
１
万
７
７

９
８
人
、
課
税
額
は
16
億
９
９
４

万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
総
合
政
策
課
】

　

圏
域
に
お
け
る
総
合
的
な
交
通

体
系
の
活
性
化
を
目
的
に
、
秋
田

内
陸
線
の
再
生
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
県
、
沿
線
市
町
村
、
会
社
側

と
と
も
に
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
、
東

京
圏
あ
に
会
が
、
５
月
29
日
東
京

上
野
で
会
員
等
１
２
０
名
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
財
政
課
】

　

３
月
22
日
以
降
５
月
31
日
ま
で

の
各
部
等
の
工
事
発
注
に
伴
う
主

な
契
約
の
状
況
は
、
５
０
０
万
以

上
が
22
件
で
、
２
億
９
７
８
８
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
広
報
情
報
課
】

　

市
広
報
「
き
た
あ
き
た
」
は
、

月
２
回
発
行
し
、
行
政
・
生
活
情

報
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
最

新
の
情
報
発
信
を
行
い
、
一
層
の

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
秋
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
調

査
事
務
の
万
全
を
期
す
た
め
、
実

施
本
部
の
設
置
や
調
査
員
の
確
保

な
ど
事
前
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

【
福 

祉 

課
】

「
生
活
保
護
」

　

福
祉
事
務
所
の
設
置
に
伴
い
、

県
か
ら
生
活
保
護
事
務
が
移
管
さ

れ
ま
し
た
。
移
管
さ
れ
た
保
護
世

帯
数
・
人
員
は
、
３
２
５
世
帯
４

２
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
障
害
福
祉
」

　

旧
鷹
巣
町
が
実
施
し
て
い
た

「
障
害
者
バ
ス
乗
車
券
交
付
事

業
」
を
廃
止
し
、
新
た
に
バ
ス
路

線
の
な
い
地
域
で
も
タ
ク
シ
ー
が

利
用
で
き
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
」
を
始
め
る
と
と
も
に
、
旧
阿

仁
町
の
み
の
「
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
、
旧
鷹
巣
町
の
み
の

「
酸
素
濃
縮
器
利
用
者
電
気
料
助

成
事
業
」
を
市
の
共
通
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

「
児
童
福
祉
」

　

保
育
所
の
入
所
状
況
は
、
本
年

５
月
１
日
現
在
で
市
立
保
育
所
７

園
で
５
６
０
人
、
私
立
保
育
所
は
、

４
園
で
３
６
８
人
で
計
９
２
８
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
へ
き

地
保
育
所
は
２
園
で
22
人
で
前
年

度
に
比
べ
２
人
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
の

影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
定
員
等
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。　

　

学
童
保
育
は
、
本
年
度
か
ら
鷹

巣
地
域
で
４
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ

（
４
学
区
）
を
新
に
開
設
、
阿
仁

地
域
で
は
、
本
年
度
か
ら
取
り
組

み
が
な
さ
れ
２
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
就

学
祝
金
交
付
事
業
（
市
単
独
事

業
）
が
実
施
さ
れ
、
小
学
校
入
学

児
童
31
人
及
び
中
学
校
入
学
児
童

28
人
に
各
１
万
円
の
祝
金
が
給
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阿
仁
保
育
園
改
築
工
事
（
外

構
工
事
等
）
は
、
７
月
末
日
の
完

成
を
目
指
し
、
新
園
舎
の
開
所
は
、

当
初
よ
り
１
カ
月
遅
れ
の
８
月
１

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
支
援
課
】

「
高
齢
福
祉
」

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

請
者
は
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
２

１
６
人
、
食
の
自
立
支
援
１
５
７

人
、
家
族
介
護
用
品
支
給
57
人
、

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
16
人
、

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
２
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市

民

生

活

部

関

係

【
生
活
環
境
課
】

　

４
月
７
日
か
ら
の
降
雨
が
融
雪

を
誘
発
し
、
米
代
川
、
阿
仁
川
が

警
戒
水
位
を
超
え
、
宅
地
田
畑
等

の
冠
水
３
０
０
・
４
ha
、
通
行
止

市
道
７
箇
所
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
15
日
に
は
阿
仁

伏
影
地
内
に
お
い
て
融
雪
に
よ
る

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
た
め
、
防

災
無
線
に
よ
り
警
戒
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

や
関
係
施
設
へ
の
周
知
に
よ
り
下

流
地
域
や
観
光
客
等
へ
の
注
意
喚

起
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

北
秋
田
市
の
発
足
に
よ
り
、
交

通
指
導
隊
員
49
名
、
防
犯
指
導
隊

員
45
名
を
新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
た
り
、

本
庁
舎
前
駐
車
場
と
森
吉
支
所
前

を
会
場
に
、
関
係
機
関
、
団
体
な

ど
約
３
２
０
人
が
参
加
し
合
同
出

発
式
、
決
起
集
会
を
開
催
、
市
民

へ
の
交
通
安
全
の
啓
蒙
と
意
識
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、
４

月
10
日
か
ら
24
日
の
３
週
に
わ
た

り
各
地
域
毎
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
平
成
16
年
度
ご
み
搬
入
実
績

は
、
約
１
万
２
２
１
６
ｔ
（
う
ち

北
秋
田
市
分
は
92
％
約
１
万
１
２

８
９
ｔ
）
で
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み

で
す
が
、
北
秋
田
市
分
で
は
約
29

ｔ
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
医
療
推
進
課
】

　

新
病
院
建
設
に
向
け
た
基
本
構

想
策
定
業
務
を
委
託
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
の
完
成
成
果
品
納
入
は

９
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
こ
の
後
の
基
本
設
計

作
成
に
向
け
、
鋭
意
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
阿
仁
病
院
】

　

事
業
収
益
の
平
成
16
年
度
決
算

見
込
み
は
、
外
来
患
者
減
と
外
来

平
均
単
価
の
減
に
よ
り
単
年
度
で

５
４
０
０
万
円
の
損
失
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
国
保
合
川
診
療
所
】

　

平
成
16
年
度
の
外
来
利
用
患
者
、

外
来
収
入
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

往
診
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、

老
人
施
設
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
と

と
も
に
安
定
し
た
経
営
回
復
に
向

け
懸
命
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

【
保
険
課
】

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
平
成

17
年
４
月
１
日
現
在
の
加
入
世
帯

数
８
５
９
３
世
帯
、
加
入
被
保
険

者
数
１
万
６
２
６
０
人
、
一
般
１

万
３
０
６
０
人
、
退
職
３
２
０
０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
前
期
高
齢

者
数
は
１
１
７
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
老
人
医
療
受
給
者

証
の
交
付
は
８
２
８
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
４
月
か
ら

市
域
全
体
で
実
施
し
て
い
る
乳
幼

児
福
祉
医
療
（
市
単
独
事
業
）
は
、

４
月
末
の
受
給
者
数
が
３
３
３
人

で
、
小
中
学
校
児
童
を
対
象
と
し

た
児
童
福
祉
医
療
事
業
（
市
単
独

事
業
）
も
４
月
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】

　

成
人
検
診
は
、
集
団
検
診
方
式
、

医
療
機
関
個
別
方
式
、
市
民
ド
ッ

ク
方
式
の
３
方
式
で
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
既
に
森
吉
地

区
の
集
団
検
診
が
４
月
７
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
各
地
区
に
お

い
て
も
順
次
実
施
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
活
動
の
推
進
は
、
母

性
及
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
新
た
に
市
内
小

学
校
区
毎
に
15
名
の
保
健
推
進
員

を
委
嘱
し
、
各
地
区
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

【
市
民
課
】 

　

３
月
末
日
現
在
の
新
市
の
住
民

登
録
者
数
は
４
万
７
８
９
人
で
、

そ
の
内
訳
は
、
男
１
万
９
３
１
３

人
女
２
万
１
４
７
６
人
、
世
帯
数

は
１
万
４
８
３
５
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市　

長　

日　

誌

市　

長　

日　

誌

６／１

15
〜

１
日
（
水
）

　
　
　
　

２
日
（
木
）

３
日
（
金
）

　
　
　
　

�

　
４
日
（
土
）

５
日
（
日
）

　
　
　
　

�

８
日
（
水
）

　
　
　
　

10
日
（
金
）

11
日
（
土
）

14
日
（
火
）

15
日
（
水
）

統
合
病
院
に
か
か
る
協
議
の
た
め
厚
生
労
働
省
を
訪
問

分
権
改
革
日
本
実
現
全
国
大
会
に
出
席

第
３
回
医
療
懇
談
会
に
出
席

定
例
記
者
会
見
６
月
を
開
催

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
定
例
取
締
役
会
に
出
席

阿
仁
地
区
自
治
会
長
会
と
行
政
と
の
合
同
会
議
に
出
席

森
吉
山
ダ
ム
定
礎
修
祓
式
・
現
地
式
典
・
会
場
式
典
・

祝
賀
会
に
出
席

平
成
17
年
度
大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練
に
出
席

第
21
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
出
席

合
川
地
区
戦
没
者
追
悼
式
に
出
席

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

平
成
17
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
初
日

第
18
回
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
米
代
開

会
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

平
成
17
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
初

日平
成
17
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
２

日
目
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●
鷹
巣
中
央
公
園

●
鷹
巣
中
央
公
園

　

新
観
光
秋
田
30
景
に
も
選
ば
れ
て
い
る

鷹
巣
中
央
公
園
は
、
四
季
を
通
じ
訪
れ
る

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
憩
い
の
場
。
特
に

春
の
桜
の
季
節
に
は
、
大
勢
の
観
桜
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
初
夏
に
は
ツ
ツ

ジ
、
夏
に
は
ア
ジ
サ
イ
と
鮮
や
か
に
彩
ら

れ
ま
す
。

　

釣
り
人
に
は
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
メ
ッ
カ
と
し

て
も
知
ら
れ
、
全
県
規
模
の
大
会
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
観
光
秋
田
30
景
に
も
選
ば
れ
て
い
る

鷹
巣
中
央
公
園
は
、
四
季
を
通
じ
訪
れ
る

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
憩
い
の
場
。
特
に

春
の
桜
の
季
節
に
は
、
大
勢
の
観
桜
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
初
夏
に
は
ツ
ツ

ジ
、
夏
に
は
ア
ジ
サ
イ
と
鮮
や
か
に
彩
ら

れ
ま
す
。

　

釣
り
人
に
は
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
メ
ッ
カ
と
し

て
も
知
ら
れ
、
全
県
規
模
の
大
会
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
鷹
巣
町
は
、
50
年
前
の
昭
和
30
年
４
月
１
日
、

当
時
の
鷹
巣
町
、
栄
村
、
坊
沢
村
、
七
座
村
、
沢

口
村
の
５
ヵ
町
村
が
合
併
、
さ
ら
に
翌
31
年
９
月

30
日
に
、
綴
子
村
、
七
日
市
村
の
計
２
ヵ
町
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

地
区
の
中
央
部
に
は
、
米
代
川
が
東
西
を
流
れ

る
鷹
巣
盆
地
が
沃
野
を
形
成
し
、
ま
た
、
南
部
に

は
、
か
つ
て
天
然
秋
田
杉
の
宝
庫
だ
っ
た
広
大
な

国
有
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

藩
政
期
、
米
代
川
沿
い
に
は
羽
州
街
道
が
通
り
、

綴
子
地
区
は
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

明
治
に
入
り
、
郡
役
所（
現
在
の
地
域
振
興
局
）

が
設
置
さ
れ
、
ま
た
奥
羽
本
線
が
開
通
す
る
と
、

当
時
の
鷹
巣
町
が
栄
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
25
年
に
は
大
火
を
経
験
し
な
が
ら

も
復
興
、
２
次
に
わ
た
る
都
市
計
画
を
実
施
し
て

現
在
の
中
心
市
街
地
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。　

■
鷹
巣
地
区
の
沿
革

　

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
市
内
の
各

地
区
紹
介
。
今
回
は
、
鷹
巣
地
区
（
旧
鷹

巣
町
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

「
鷹
巣
」
の
地
名
は
、
か
つ
て
の
鷹
巣

村
が
開
村
し
た
当
時
の
「
白
鷹
」
伝
説
に

由
来
し
ま
す
。

　

中
世
以
前
の
歴
史
は
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
「
綴
子
」
の
元
と
な
っ
た
地
名

が
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
、
ま
た
、
平
安
時

代
の
役
所
跡
と
推
測
さ
れ
る
遺
跡
な
ど
も

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
き
た
北
空
港
の
そ
ば
で
は
、

国
指
定
史
跡
と
な
っ
た「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」

が
縄
文
の
ロ
マ
ン
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

旧鷹巣町編

　

毎
年
６
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
初
夏
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
。
昭
和
60
年
、
新
た
な
ふ
る
さ
と
文
化
を
創
ろ
う
と
始
ま
っ

た
も
の
で
、
既
に
伝
統
行
事
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
女
性
数
百

人
に
よ
る
華
や
か
な
踊
り
の
行
進
は
必
見
で
す
。

■あきた北空港（大館能代空港）

■ふるさと踊りと餅っこ祭り

■鷹巣町民盆踊り大会

■たかのす米代川花火大会

　秋田県内のトップをきって開催される花火大会。
絵柄を浮かび上がらせる割物花火や、華やかなス
ターマイン、ナイアガラなど、約５千発の花火が
米代川の水面を彩ります。
　今年の大会は７月９日（土）開催。たいへん込
み合いますので、近隣の方は、徒歩でのご来場を
お願いいたします。

　平成10年7月10日に開港以来、今年で満７年
目を向かえます。当初、東京便、大阪便、札幌
便が１便づつ就航していたが、現在は、東京便
が２便、４月からは大阪便が通年運行となりま
した。
　最近では空港を利用し、十和田・八幡平、白
神山地はもちろん、奥森吉など市内の観光地を
訪れる観光客も増えています。
　空港の利便性を高めるために、あきた北空港
南北線の整備（中岱橋の建設）、そばを通る予定
の日本海沿岸東北自動車道の早期建設などが課
題となっています。

　もとは、慶応年間（1865～）のころ、鷹巣村の
商人らが豊作と商売繁盛を祈願して始まった「鷹
巣盆踊り」が起源。仮装を凝らして踊ったといわれ、
今でもその名残が残っています。
　一時途絶えたものの、昭和40年ころから町民盆
踊り大会として復活、帰省客なども参加し、鷹ノ
巣駅前の繁華街を会場に盛大に行われています。
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　綴子地区に伝わる伝統行事、通称「綴子大太鼓祭
り」は、雨乞いや五穀豊饒を祈願するため、今から
700年以上前の弘長2年（西暦1262年）頃から始ま
ったと伝えられています。
　太鼓は、上町、下町両集落が大きさを競い合い、
どちらも直径が４メートル近い、巨大なものになり
ました。お祭りは毎年7月14日（宵宮）と15日に行
われ、今年は下町が綴子神社への太鼓奉納の当番を
務めます。
　奉納行事は、大名行列の形をとって集落内を行進、
綴子神社では、獅子踊りほかの伝統芸能も披露され
ます。お問い合わせは下記まで。
　
●（問）北秋田市役所商工観光課 　0186-62-6639

　鷹巣町出身の直木賞作家・渡辺喜恵子氏（1914-
1997）の作品「みちのく子ども風土記」ゆか
りの建物。作品は、大正末期の鷹巣町を舞台に
したもので、昭和59年、桜田淳子主演で映画
化が企画され、鷹巣や合川地内で多数の町民エ
キストラが参加して撮影が行われましたが、未
完に終わりました。

　長岐家は、七日市の宗家。桃山時代にはす
でにこの地で村づくりをし、佐竹氏が入国し
てからは代々肝煎にあげられ、村人の生活向
上に努めてきた家柄。
　長岐邸は文政13年（西暦1830年）頃の建
築と推測され、江戸の面影を残す建築様式や
意匠はたいへん貴重なものとされています。
昨年、所有者から寄付を受け、現在市が管理
しています。

■八幡宮綴子神社例大祭

■みちのく子ども風土記館

　615席の客席を備えた文化ホールと、図書館、
資料展示室等の機能を備えた複合施設。建設当
時、町名の「鷹」にちなんで、「ファルコン」
と愛称が付けられました。
　ホールは、各種コンサートや演劇公演、映画
上映会、サークルや芸文団体の発表会など、文
化の拠点として活発に利用されています。

■北秋田市文化会館（旧たかのす風土館）

■市指定文化財「長岐邸」

■国指定史跡「伊勢堂岱遺跡」

　綴子大太鼓をはじめ、世界各国の太鼓を展
示している「太鼓の博物館」。
　「世界の太鼓ミュージアム」には、40ヵ国
以上の太鼓が展示され、世界の国々の伝統や
文化を伝えます。 
　映像ホール「体感ゾーン」では、「綴子神
社祭典」での大太鼓奉納の様子が150インチ
大型スクリーンに映し出され、実際の大太鼓
の演奏の迫力を体感する事ができます。
　また、隣接の「ぶっさん館」では地域の特
産品を販売しています。
　
●（問）大太鼓の館　　0186-63-0111

■大太鼓の館（道の駅たかのす）

秋
田

内
陸

線

　　●
あきた
北空港

小ヶ田

小
ヶ

田

●伊勢堂岱遺跡

至Ｒ７ 至 R105

至鷹巣町市街地

至
合
川

■遺跡案内図

　あきた北空港アクセス道路建設中に発見さ
れた縄文時代後期（約4,000年前）の遺跡。
　複数の環状列石
（ストーンサーク
ル）や、多くの土
壙（墓）、建物跡な
どが発掘され、当
時の大規模な葬礼
の場ではないかと
考えられています。

綴子上町が当番町だった昨年のお祭りの様子。
神社境内での獅子踊り（上）と大名行列（下）
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文
化
会
館
の
備
品
と
し
て
役
立
て
て
と
、
鷹
巣

町
芸
術
文
化
協
会
（
藤
嶋
ま
さ
と
会
長
）
が
ピ
ア
ノ

と
舞
台
用
の
紗
幕
を
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
6
月

13
日
、
同
協
会
の
三
役
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、
寄
付

目
録
を
岸
部
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
昭
和
43
年
に
発
足
、
県
内
で
も
最
も

活
動
歴
の
長
い
団
体
で
す
。
活
動
の
か
た
わ
ら
、
芸

術
文
化
振
興
の
た
め
に
と
、
基
金
を
積
み
立
て
て
き

ま
し
た
が
、
合
併
を
機
会
と
し
て
同
協
会
も
合
併
を

検
討
、
基
金
の
活
用
方
法
を
考
え
た
結
果
、
こ
の
ほ

ど
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
寄
付
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

ピ
ア
ノ
は
６
月
中
に
、
ま
た
紗
幕
は
７
月
中
に
設

置
さ
れ
、
文
化
会
館
で
の
各
種
舞
台
公
演
・
練
習
な

ど
で
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

市
の
芸
術
文
化
振
興
に
役
立
て
て

鷹
巣
町
芸
文
協
ピ
ア
ノ
・
紗
幕
を
寄
付

寄付目録を市長に手渡す鷹巣町芸文協役員

心
に
響
く
演
奏
に
た
く
さ
ん
の
拍
手

　

陸
上
自
衛
隊
第
９
音
楽
隊
（
青
森
市
）
が
演
奏
す

る
「
合
川
吹
奏
楽
の
夕
べ
」
が
６
月
11
日
、
合
川
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
０
人
の
方
が
自
衛
隊

音
楽
隊
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
合
川
吹
奏
楽
の

夕
べ
は
、
秋
田
合
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
30
周

年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

合
川
吹
奏
楽
の
夕
べ
で
は
、
こ
の
地
域
に
な
じ
み

の
深
い
「
浜
辺
の
歌
」
、
「
民
謡
メ
ド
レ
ー
」
や
「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
は
拍
手
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
そ
し
て
特
別
出
演
の
秋
田
駐
屯
地
ラ
ッ
パ

隊
が
、
自
衛
隊
の
起
床
や
点
呼
、
消
灯
な
ど
一
日
の

様
子
を
ラ
ッ
パ
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

合
川
吹
奏
楽
の
夕
べ

右から中村典幸さん、長田優貴さん、鷹巣スキー
レーシングスポーツ少年団の奈良正人代表、市長

長
田
さ
ん
、中
村
さ
ん
が
ド
イ
ツ
へ
派
遣

　

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
で
北
秋
田

市
か
ら
は
二
人
が
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
決

ま
り
、
6
月
17
日
、
派
遣
団
員
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、

岸
部
市
長
に
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
が
決
ま
っ
た
の
は
、
長
田
優
貴
さ
ん
（
北
海

道
教
育
大
学
1
年
、
材
木
町
）
、
中
村
典
幸
さ
ん
（
鷹

巣
高
校
３
年
、
今
泉
）
で
、
小
学
生
か
ら
鷹
巣
ス
キ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
励
み
、
現
在
も
後
輩
の
指
導
や
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
研
修
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
の
23
日
間
で
ス
ポ
ー
ツ
事
情
を
学
ぶ
ほ

か
、
民
泊
し
、
交
流
活
動
な
ど
も
行
い
、
「
21
世
紀

に
何
が
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業

観客を魅了させた音楽隊

　

文
部
科
学
省
の
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン
（
村
田
君
子
代
表
）
が

主
催
す
る
「
あ
そ
び
の
達
人
教
室
」
が
６
月
18
日
に

奥
森
吉
ノ
ロ
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
春
の
ノ
ロ
川
探
検
隊
〜
空
と
ぶ
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
を
さ
が
せ
」
と
題
し
て
、
市
内
か
ら
参
加
し
た
小

学
生
７
人
が
、
初
夏
の
ノ
ロ
川
を
探
検
し
ま
し
た
。

　

森
に
入
っ
た
探
検
隊
は
、
さ
ん
ざ
め
く
エ
ゾ
ハ
ル

ゼ
ミ
の
抜
け
殻
を
探
し
て
、
私
は
「
５
個
」
、
僕
は

「
７
個
」
な
ど
と
見
つ
け
た
数
を
競
争
し
た
り
、
カ

エ
ル
の
卵
と
全
く
形
の
違
う
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵

を
発
見
し
た
り
と
、
普
段
の
生
活
と
は
違
う
不
思
議

な
体
験
に
ど
の
子
も
興
味
津
々
の
様
子
。
あ
そ
び
の

達
人
に
一
歩
近
づ
い
た
よ
う
で
す
。　

秋
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い

ど
ぶ
ろ
く
製
造
に
向
け
ス
タ
ー
ト

約10アールの水田にあきたこまちが植えられました

チ
ビ
ッ
コ
探
検
隊
ノ
ロ
川
を
行
く

あ
そ
び
の
達
人
教
室
開
催

カエルの生態について説明をうける参加児童たち

ゴミ拾いや倒木の処理などで汗を流す参加者

桃
洞
の
滝
へ
の
散
策
路
を
清
掃

　

第
24
回
奥
森
吉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
と
第
23
回
自
然

観
察
会
が
6
月
19
日
、
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

か
ら
桃
洞
の
滝
へ
の
散
策
路
を
中
心
に
約
50
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
拾
い
や
倒
木
の
処
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
汗
を
流
し
た
参
加
者
た
ち
は
、
桃
洞
の
滝
へ

た
ど
り
着
く
と
、
自
然
の
清
涼
剤
を
一
杯
に
浴
び
、

思
わ
ず
「
気
持
ち
い
い
」
と
発
し
て
い
ま
し
た
。

　

奥
森
吉
の
新
緑
シ
ー
ズ
ン
は
終
盤
を
迎
え
な
が
ら

も
、
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
入
山
者
が
あ
り
ま
す
。

年
々
、
ゴ
ミ
の
量
が
減
少
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、

こ
の
日
だ
け
で
ゴ
ミ
収
集
袋
に
10
個
程
。
そ
れ
ぞ
れ

が
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
美
し
い
自
然
を
後
世
に

残
し
、
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
＆
自
然
観
察
会

　

6
月
13
日
、
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
㈱
が
、
打
当

温
泉
地
内
の
水
田
を
借
り
受
け
、
「
マ
タ
ギ
特
区
」

の
『
ど
ぶ
ろ
く
（
濁
り
酒
）
』
製
造
に
向
け
て
、
田

植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
や
や
半
月
程
遅
れ
て
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
心
配
さ
れ
た
苗
の
状
態
も
良

く
順
調
に
生
育
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
男
子
職
員
が
機
械
植
え
を
し
た
後
、
女

子
職
員
が
後
植
え
の
補
植
作
業
を
行
い
、
秋
に
は
、

黄
金
の
稲
穂
が
出
揃
い
「
美
味
し
い
ど
ぶ
ろ
く
が
出

来
る
よ
う
に
」
と
、
一
本
一
本
の
苗
に
思
い
を
込
め

ま
し
た
。

　

冬
に
は
、
打
当
温
泉
内
で
美
味
し
い
『
ど
ぶ
ろ
く

（
濁
り
酒
）
』
が
賞
味
出
来
る
事
で
し
ょ
う
。
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市農業委員会委員一般選挙
が行われます

市農業委員会委員一般選挙

投票日は７月10日（日）投票日は７月10日（日）

が行われます
　

７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る
北
秋
田
市
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
は
、
７
月
３
日
に
告
示
さ
れ
７
月
10
日
に
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
選
挙
は
、
農
業
の
発
展
と
農
家
経
済
の
向
上

を
図
る
た
め
、
見
識
の
豊
か
な
人
を
選
ぶ
も
の
で
す
。
忘
れ

ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

５
つ
の
選
挙
区
に

　
　
　
　

分
か
れ
ま
す

投
票
で
き
る
方
は

期
日
前
投
票
の

　
　
　
　

期
間
・
場
所

投
票
当
日
ご
都
合
の

悪
い
方
は

●
期
日
前
投
票

●
不
在
者
投
票

　
　
　
　

が
で
き
ま
す

投
票
日
・
投
票
時
間

　

合
併
後
初
め
て
と
な
る
今

回
の
選
挙
で
は
、
北
秋
田
市

を
５
つ
の
選
挙
区
に
分
け
て

行
わ
れ
ま
す
。

　

第
１
選
挙
区
は
、
旧
鷹
巣

町
の
七
座
、
坊
沢
、
綴
子
、

鷹
巣
、
栄
の
区
域
、
第
２
選

挙
区
は
、
旧
鷹
巣
町
の
沢
口
、

七
日
市
の
区
域
、
第
３
選
挙

区
は
、
旧
合
川
町
の
区
域
、

第
４
選
挙
区
は
、
旧
森
吉
町

の
区
域
、
第
５
選
挙
区
は
、

旧
阿
仁
町
の
区
域
と
な
り
ま

す
。

●
投 

票 

日　

　

７
月
10
日
（
日
）

●
投
票
時
間　

　

午
前
７
時
か
ら

　

午
後
７
時
ま
で

　

投
票
は
、
市
内
41
カ
所
で

午
前
７
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
回
の
選
挙
も
投
票
所

の
閉
鎖
時
刻
が
１
時
間
繰
り

上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
投
票
区
で
は

投
票
所
の
閉
鎖
時
間
が
さ
ら

に
１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　

午
後
６
時
ま
で
＝
第
１
選

挙
区
（
旧
鷹
巣
町
）
黒
沢
、

第
２
選
挙
区
（
旧
鷹
巣
町
）

坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
第
５

選
挙
区
（
旧
阿
仁
町
）
三
枚
、

中
村
の
６
カ
所
で
す
。

　

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
の

区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
選

挙
人
名
簿
確
定
の
期
日
に
満

20
歳
以
上
（
昭
和
60
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

の
方
で
、

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方

②
そ
の
配
偶
者
又
は
同
居
の

親
族

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
及
び
社
員
又
は

株
主

　

た
だ
し
、
②
③
の
場
合
は
、

１
年
を
通
じ
て
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
方
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行

等
や
む
を
得
な
い
理
由
で
投

票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
「
期
日
前
投

票
」
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
際

は
、
後
日
送
付
さ
れ
る
投
票

所
入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前

（
不
在
者
）
投
票
宣
誓
書
兼

請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め

「
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き

な
い
理
由
」
を
記
入
し
て
期

日
前
投
票
所
に
持
参
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の
場
で

投
票
で
き
ま
す
。

●
不
在
者
投
票

　

出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
不

在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

「
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票

宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
記
入

の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
用
紙
の
郵
送

手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指

定
を
受
け
た
病
院
・
施
設
に

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
病
院
・
施
設
で
投

票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険

証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
期　
　

間　

　

７
月
４
日
（
月
）
か
ら

　

７
月
９
日
（
土
）
ま
で

●
時　
　

間　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で

●
場　
　

所

【
第
１
・
第
２
選
挙
区
】　

　

北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階

　

第
３
会
議
室

【
第
３
選
挙
区
】

　

北
秋
田
市
合
川
支
所　

【
第
４
選
挙
区
】

　

北
秋
田
市
森
吉
支
所

【
第
５
選
挙
区
】

　

北
秋
田
市
阿
仁
支
所

※
今
回
の
選
挙
で
は
、
指
定

さ
れ
た
期
日
前
投
票
所
以
外

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

開
票
は
、
第
１
・
第
２
選

挙
区
は
、
北
秋
田
市
中
央
公

民
館
、
第
３
選
挙
区
は
、
北

秋
田
市
合
川
支
所
、
第
４
選

挙
区
は
、
北
秋
田
市
森
吉
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー
、
第
５
選

挙
区
は
、
北
秋
田
市
阿
仁
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず

れ
も
投
票
日
当
日
の
午
後
８

時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
の
入
場
券
を
７
月
初
め
頃

に
郵
送
し
ま
す
。
今
回
の
選

挙
で
も
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
と

し
、
世
帯
単
位
で
は
な
く
個

人
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。 

 

　

も
し
、
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
連
絡
願
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
無
競
争
の
選
挙

区
に
つ
い
て
は
、
入
場
券
が

送
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

開
票
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北秋田市農業委員会委員一般選挙選挙区

選挙区（定数）

第１（８人）

第２（４人）

第３（８人）

投票区

鷹 巣

摩 当

太 田

綴 子

糠 沢

坊 沢

緑 ヶ 丘

黒 沢

前 山

計

坊 山

沢 口

川 口

七 日 市

葛 黒

竜 森

計

上 杉

川 井

木 戸 石

増 沢

李 岱

新 田 目

羽 根 山

根 田

三 木 田

投票所

中央公民館

栄生活改善センター

サテライトさかえ

綴子基幹集落センター

糠沢部落会館

坊沢公民館

緑ヶ丘担い手センター

黒沢生活改善センター※

前山森林交流センター

９投票区

坊山部落会館※

沢口林業センター

川口自治会館

七日市基幹集落センター

葛黒林業センター※

三ノ渡児童館※

６投票区

合川東小学校

合川公民館川井分館

木戸石児童館

増沢集会施設

李岱研修施設

新田目児童館

羽根山活性化施設

東根田多目的集会施設

三木田多目的集会施設

第４（６人）

第５（４人）

合計（30人）

鎌 沢

計

米 内 沢

本 城

長 野

浦 田

桂 瀬

前 田

五 味 堀

巻 渕

計

三 枚

吉 田

水 無

荒 瀬

伏 影

根 子

比 立 内

中 村

計

鎌沢生活改善センター

10投票区

北秋田市森吉支所

本城コミュニティセンター

アグリハウス

浦田児童館

桂瀬自治会館

前田体育館

五味堀コミュニティセンター

根森田コミュニティセンター

８投票区

阿仁公民館三枚分館※

阿仁公民館吉田分館

阿仁ふるさと文化センター

荒瀬地区コミュニティセンター

阿仁公民館伏影分館

根子児童館

農村環境改善センター

中村地区コミュニティセンター※

８投票区

41投票区

投票所開閉時間は７：00～19：00までとなっています

ただし、※がついている投票区は18：00までです

◎お問い合わせ
　　北秋田市選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　　６２－６６１４
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Information　お知らせ Information　お知らせ
健　　康公 民 館

文化会館（旧たかのす風土館）

スポーツ

しょうぶウォーク開催
　花しょうぶ園と緑の自然を楽しみながら、体も心もリフレ

ッシュしましょう。当日は、阿仁支部食生活改善推進協議会

より、豚汁、カルシウム強化の一品試食もあります。

●日時　15日（金）　10：00～13：00（集合９：50）

●場所　阿仁荒瀬地区　花しょうぶ園周辺

●集合場所　緑地公園（今日庵）駐車場

●参加費　１人６５０円

●持参　おにぎり（園内でも販売しています）、雨具

◎希望される方は、８日（金）まで阿仁保健センターへ申し　

込みください

　タバコは、ガンや心筋梗塞、脳卒中などの生活習慣病を引

き起こす大きな原因の一つです。「やめたいけど自信がない」

「もうやめたい」と思っているあなた。一緒に禁煙にチャレ

ンジしてみませんか？費用は無料です。

●対　　　　象　喫煙本数１日20本以上の方で、禁煙実行

　　　　　　　　を希望する方、先着30名

●指 導 期 間　３カ月

●募 集 期 間  ７月１日～８月31日

●面接、電話、手紙による指導

　・初回、３カ月後に面接、検査（２回）を

　　行います

　・月１回程度、禁煙達成の確認をし、各種教材

　　で説明指導します

◎希望される方は、北秋田市保健センターへ申し込みくださ

　い

禁 煙 チ ャ レ ン ジ 教 室

日本脳炎ワクチン接種の差し控えについて
　日本脳炎予防接種は、現行の日本脳炎ワクチンの使用と重

症のＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係が否定で

きないとして、５月30日厚生労働省より「定期の予防接種

における日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨の差し控えにつ

いて」という緊急の勧告がだされました。

　これを受け、市では、当分の間医療機関での個別接種、学

校での集団接種ともに日本脳炎予防接種を見合わせることと

しました。

　なお、定期の日本脳炎予防接種の対象者で、日本脳炎に感

染するおそれが高いなど、保護者が特に接種を希望する場合

は、医師により、厚生労働省の勧告の趣旨、接種の効果及び

副反応についての説明を受け、十分理解したうえで、同意書

にご署名いただくことで、公費負担により日本脳炎の予防接

種を受けることができます。

　ご不明な点があれば、各保健センターへご連絡ください。

７・２（土）・３（日）県民体育大会フェンシング競技

合川体育館

　　３（日）全日本社会人バレーボール県予選会

� � � � � 　 鷹巣体育館

　　５（火）６（水）北秋田市チーム対抗卓球大会　�

� � � � � 　 鷹巣体育館

　　８（金）～10（日）第57回県民体育大会バレーボール

　　　　　　 鷹巣体育館　森吉総合スポーツセンター

　　10（日）第28回東日本鷹巣予選　 中央公園野球場

　　　　　　第51回鷹巣地区職場対抗野球　　　　　

　� � � � 　　　中央公園野球場

　　17（日）第56回天皇杯ブロック予選　� �

　� � � � 　　　中央公園野球場

　　　　　　北秋田市施行記念グランドゴルフ大会

���　 あきた北空港ふれあい緑地

北秋田市中央公民館　　６２－１１３０

【７月のロビー展】さくら会

７・２（土）中央公民館講座「トライあんぐる」

　　　　　　◆七夕飾りを作りましょう！9:00～12:00

　　３（日）～４（月）いけばな松生派　支部展

9:30～17:00（４日は17:30まで）

　　７（木）北秋田地区更生保護女性会40周年記念

　　　　　　式典・祝賀会　� �  10:30～17:00

合　川　公　民　館　　７８－２１１４

【ロビー展】おしゃれビーズ（３日～９日）

　　　　　　合川水墨会（12日～８月２日）

７・10（日）合川地区婦人祭� �  10:00～15:30

　　11（月）歴史の道ツアー� �   8:30～12:00

　　17（日）第17回合川芸文祭��  13:00～16:00

森　吉　公　民　館　　７２－３２５９

７・５（火）ガーデニングに挑戦　�  13:30～15:00

　　６（水）英語であそびましょ�  10:30～11:30

　　12（火）～14日（木）パソコン教室

　　　　　　（エクセル初級）��  19:00～21:00

　　15（金）童謡を楽しむ講座　�  14:00～15:00

　　19（火）老壮・婦人・寿大学合同講座（公開）　

　　　 　� � � �  10:00～13:30

前　田　公　民　館　　７５－２１００

７・14（木）ふれあいの書� �  10:00～12:00

阿　仁　公　民　館　　８２－２２２０

７・２（土）ちびっこチャレンジクラブ  9:00～12:00

　　７（木）ひなたぼっこの会　　　　 10:00～12:00

　　９（土）あきた県民カレッジ　　　 10:00～15:00

　　11（月）生き活き大学介護実習　　  9:00～15:00

７・２（土）鷹巣阿仁吹奏楽連盟合評会　　　 9:30～

　　４（月）高校芸術鑑賞教室（鷹巣高・農林高）　

　　　　　　①10:00～　②13:30～

　　７（木）映画「ニライカナイからの手紙」　　　

　　　　　　①14:30～　②18:30～

　　　　　　　前売券1,300円 当日券1,700円

　　　　　　　(シニア･子供)1,000円

　　10（日）大正琴のつどい　�� 　　　13:30～

　　11（月）社会を明るくする運動� 　　　15:30～

　　16（土）おはなしでてこい�� 　　　14:00～

老壮・婦人・寿大学合同講座（公開）
●日時　７月19日（火）10：00～13：30

●場所　森吉コミュニティセンター

●演題　「死ぬまで生きよう～自分のため、誰かのために～」

　　　　講師　秋田大学助教授　佐々木久長氏

●参加費　600円（弁当、茶代）　定員200名

パソコン教室（エクセル初級）
●日　時　７月12日（火）～14日（木）19：00～21：00

●場　所　森吉コミュニティセンター　

●講　師　森吉公民館職員

●参加費　無料　定員10名（文字入力が可能な方）

ふれあいの書（初心者むけの書道）
●日　時　７月14日（木）10：00～12：00

●場　所　前田公民館　

●講　師　櫻庭弘子館長

●参加費　無料　定員20名

●その他　文字の基礎から始めます。ハガキやのし紙の

　　　　　表書きもやります。一緒に学びませんか。

　　　　　（７～12月の第２・４木曜日）

童謡を楽しむ講座（童謡サロン）
●日　時　７月15日（金）14：00～15：00

●場　所　森吉コミュニティセンター　

●講　師　金新佐久館長

●参加費　100円　定員20名

●その他　１回の講座で10曲ほど

　　　　　（７～３月までの第３金曜日）

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　森吉公民館　� 　　� 　　７２－３２５９

◎母子健康手帳交付

●時間　９：00～12：00

●場所、日にち

　北秋田市保健センター　４日（月）

　　　　　　　　　　　　19日（火）

　合川保健センター　11日（月）・25日（月）

　森吉支所　　　　　４日（月）・19日（火）

　阿仁保健センター　11日（月）

●日時　22日（金）18：00～20：00

●場所　北秋田市保健センター

●対象　10～12月出産予定の方とその家族

●内容　栄養指導（調理実習）妊婦体験

●持参　母子健康手帳・エプロン・筆記用具

※15日（金）まで申し込み

●日時　12日（火）　13：30～15：00

●場所　北秋田市保健センター

●持参　母子健康手帳

●日時　９：30～11：30

　北秋田市保健センター　13日（水）

　合川保健センター　　　20日（水）

　森吉保健センター　　　15日（金）

　阿仁保健センター　　　27日（水）

●内容　健康相談、血圧測定等

●持参　健康手帳※ない方は相談時に渡します。

◎お問い合わせ
　北秋田市保健センター　　62－6666
　合川保健センター　　　　78－4272
　森吉保健センター　　　　72－3455
　阿仁保健センター　　　　82－2116
　

妊 婦 の 方

健康相談

虫歯予防（フッ素イオン導入）

マタニティ講座（中期）

７月11日（月）全血
10：00～11：50
12：00～13：00
14：00～16：30

10：00～16：30

セントラル合川（合川商工会前）
東 洋 精 箔 ㈱
愛 生 園

北 秋 田 市 役 所

７月４日（月）成分
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税 の納期限

８月１日まで

国民健康保険税　第１期
固 定 資 産 税  第２期

おしらせお知らせ

　万一被害にあったら「現場はそのまま早い届出」

をすることで、早期検挙と被害の回復ができます。

地域の安全を確保するため、次のことについてご協

力をお願いします。

・事件を知ったらすぐ１１０番

　１１０番通報により現場急行します。

　警察官の到着や緊急配備の時間が短いほど早く犯

　人を見つけることができます。

・現場はそのまま、まず届出を

　現場には犯人に結びつく指紋

　や痕跡が残っています。歩き

　回ったり、片づけたりせずそ

　のまま届出をしてください。

◎お問い合わせ　北秋田警察署　　　６２－１２４５

今 月 の 休 館 日

市立　　　図書館

上杉あいターミナル

開館時間平日９：００ ～１８：００　土・日１７：００まで

ひまわりの家

鷹　巣

森　吉

鷹巣 　６２－３３１１

開館時間９：００ ～１７：００

　　　　　７８－９２９０

森吉 　７２－３１９２

開館時間８：３０ ～１９：００

　７８－４０２５

お二人の前途を
　　　　祝福します

６、１３、１７、２０、２７日

２、３、９、１０、１７、１８、２４、３１日

４、１１、１９、２５日

　自衛隊大館出張所では、次の自衛隊員を募集してい

ます。

航空学生（パイロット）

●応募資格　日本国籍を有する18歳以上21歳未満の者

一般曹候補学生

●応募資格　日本国籍を有する18歳以上24歳未満の者

曹候補士、２等陸・海・空士

●応募資格　日本国籍を有する18歳以上27歳未満の者

●申込期限　９月8日（木）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　自衛隊大館出張所　　　　０１８６－４２－１３９８

　北秋田市管内の子育てサークルです。お気軽に参加

してください。

●キッズ・パーク　北秋田市保健センター　10：00～11：40

　１日（金）七夕お楽しみ会、15日（金）親子遊び

●めだか教室　森吉保健センター　　　10：00～11：30

　１日（木）

●親子ふれあい広場　合川保健センター　10：00～11：30

　８日（金）お山の探検、22日（金）水遊び

●ひなたぼっこの会

　７日（木）ふるさと文化センター　　 10：00～11：30

　　　　　 自主活動

　14日（木）保健・福祉センター　　　10：00～11：30

　　　　　 自由遊び

　21日（木）大阿仁保育園　　　　　　10：00～11：00

　　　　　 保育園開放日

　平成17年度排水設備工事責任技術者の資格認定試

験が次の日程で実施されます。

●講習会　　８月30日（火）　９：30～15：30

●認定試験　９月27日（火）　９：30～12：00

●会　場　　能代市文化会館　　

※期限については浄化センターまでご連絡ください

◎申し込み・お問い合わせ

　　　鷹巣浄化センター　� 　　　　６２－６６１１

　訪問介護養成研修でヘルパーの資格が取得できます。

　受講料、テキスト代は無料です。

●期　間　８月２日（火）～10月下旬まで

　　　　　講習時間　130時間

●場　所　北秋田市地域福祉センター

●受講資格　満55～65歳までの方

●定員　25名（応募者が定員に達した場合は、締め切

　　　　　　　らせて頂きます）

●受付　７月４日（月）から

◎申し込み・お問い合わせ

　　　ハローワーク鷹巣� 　　　　６０－１５８６

　　　シルバー人材センター　�　　　　６２－５１５１

　再就職を希望している方、現在子育て中や介護中で

もいずれ再就職を望む皆さん、職場でのマナーや、話

し方を勉強してみませんか？参加は無料です。

●日時　７月14日（木）　10：00～15：00

●場所　北秋田市中央公民館　定員３０人

●内容　講義　「上手な職探しと履歴書等の書き方」

　　　　講話と実習

　　　　「職場におけるマナー講座」

　　　　「しゃべり手として、表現者として」

●申込先　ハローワーク鷹巣� 　　　　６０－１５８６

◎お問い合わせ　21世紀職業財団秋田事務所　

　　� � � 　　　　０１８－８６６－２１００

　土地や建物を取得した方は、取得した日から60日以

内に不動産取得申告書を提出することになっています。

　一定の要件にあてはまる住宅（特例適用住宅）を取

得した場合や特例適用住宅用の宅地を取得した場合は、

申告することで、不動産取得税が軽減されます。

　申告書用紙は地域振興局県税課又は市役所税務課に

あります。

◎お問い合わせ　

　　　地域振興局県税課　　 ０１８６－４９－２２１１

排水設備工事責任技術者資格認定試験自衛官採用試験

訪問介護員養成研修２級課程

再就職準備セミナー

不動産取得申告書の提出について

子育てサークル

～犯罪の被害にあったらすぐ届出を～

触るな 歩くな 動かすな まず１１０番触るな 歩くな 動かすな まず１１０番

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　

療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　

ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

（午後６：３０～９：００）

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

曜

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

電話番号

62－1146

63－0105

62－2882

62－1101

62－1267

62－1123

62－1155

62－1455

69－5300

62－2261

63－0515

60－1055

62－1400

63－2700

62－1146

78－3338

医 療 機 関 名

奈 良 医 院

佐々木産婦人科医院

藤 原 医 院

盛 岡 外 科 医 院

と し ま 医 院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

近 藤 医 院

北 秋 中 央 病 院

毛利整形外科クリニック

津 谷 内 科

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

う え だ ク リ ニ ッ ク

石川耳鼻咽喉科医院

たむら内科クリニック

奈 良 医 院

疋 田 外 科 内 科 医 院

長崎慎之介�

千 葉 苺 美 �

畠 山 夢 月 �

伊 東 悠 愛 �

春 日 琴 葉 �

岸 野 華 恋

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

あけぼの町

横 渕

藤 株

あけぼの町

幸 町

陣 場 岱

長 男

長 女

長 女

長 女

長 女

三 女

史章

秀一

隼人

正峰

重徳

広志

理恵子

喜美子

光世

公美子

亜紀子

康子

し ん の す け

ま い み　

ゆ づ き

ゆ う な

こ と は

か れ ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

５月１日～15日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます

成 田 博 紀

寺 田 裕 子

ひ　ろ　き

ゆ　う　こ

　さん

　さん

今 泉

深 関

富 樫 　 仁 �

　 橋 真 由 美

       じん

ま ゆ み

　さん

　さん

元 町

元 町

（
( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

小 坂 延 雄

石 岡 信 子

畠 山 榮 一

太 田 勝 美

小笠原米治

さん

さん

さん

さん

さん

77

78

93

70

76

の ぶ お

の ぶ こ

えいいち

か つ み

よ ね じ

太 田 �

松 葉 町 �

高 村 岱 �

糠 沢 �

綴子大畑

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

( 　 歳 )

佐 藤 與 一 �

明石勇治郎�

　 橋 ヨ シ �

成 田 清 藏 �

近 藤 ト ミ �

小笠原キヨ�

櫻 田 仁 吉 �

関 　 喜 藏 �

金　みつ子�

松 橋 ミ ヱ �

金　　テ ウ�

武 石 三 郎 �

柴 田 尚 義 �

辻　岩太郎�

� 関 春 美 �

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

81

74

92

88

85

87

94

90

71

79

76

83

62

80

95

相 善 町 �

南 鷹 巣 �

松 葉 町 �

街 道 町 �

東 横 町 �

増 沢

東 根 田

上 杉

松 ヶ 丘

道 城

本城町屋

山崎団地

五 味 堀

阿仁水無

阿仁長畑

よ い ち

ゆうじろう

 　

せいぞう

 　

 　

に き ち

き ぞ う

　　　�

　　　　�

　　　　�

さぶろう

なおよし

いわたろう

は る み

おくやみ申し上げます

（

中 村 　 健 �

嶋 田 奈 穂 子

      け ん

な 　 お 　 こ  

　さん

　さん

木 戸 石 �

松 葉 町（
渡 邊 陽 平

渡 辺 静 香

      よ う へ い

し  ず  か

　さん

　さん

福 島 県 �

前田駅前（
石 垣 成 基 �

柴 田 　 梓 �

      ま　さ　き 

あずさ

　さん

　さん

十文字町�

阿仁比立内（
佐 藤 弘 樹 �

金 森 の ぞ み

ひ　ろ　き

　さん

　さん

阿仁幸屋渡�

宮城県岩沼市（
松 橋 盛 昭 �

辻 　 恵 美 �

     も  り  あ  き

め　ぐ　み�

　さん

　さん

阿仁比立内

阿仁水無（
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「大綱引き大会2005」鷹巣農林高校presents「大綱引き大会2005」鷹巣農林高校presents

●日時　７月16日（土）　10：00～14：00

●場所　鷹ノ巣駅前通り・銀座通り商店街　路上

●内容　・大綱引き大会（綴子大太鼓の合図で競技開始）

　　　　・カラオケ大会

　　　　・学習成果発表（パネル展示など）

　　　　・アンテナショップ（農産物等の販売）

　　　　　花卉、ミニトマト、山菜、Ｔシャツ（校歌入）

　　　　・模擬店

●参加者募集　

「綱引き」（１チーム　15名編成）

※少人数の場合は他の職場との合同チームでも可

◎申し込み・お問い合わせ

　７月５日（火）まで鷹巣農林高校生徒会宛に代表

者と参加人数を明記のうえ、FAXで送付。

　鷹巣農林高校　 　６２－０７６０　FAX６２－１２８１

～北の地に 起こせ 活力の風～

第55回社会を明るくする運動第55回社会を明るくする運動
（強調月間　７月１日～31日）

　子どもたちが健やかに育つ環境づくりは家庭、学

校、地域社会の役割です。

　犯罪のない明るい街づくりをめざし、第55回社

会を明るくする運動が全国的に展開されます。

　市でもその一環として集会及び街頭パレードを行

います。

●日時　７月11日（月）15：30～
●場所　北秋田市文化会館前駐車場

※雨天の場合は街頭パレードは中止です。ホールで

集会を行った後、県警音楽隊による演奏を予定して

いますので、どなたでもご自由にご鑑賞ください。

北秋田市文化会館自主事業

北秋田市合併記念第１弾「　　　　　　」
●日にち　７月23日（土）　

　　　　　　　　　　　昼夜２会場で公演

●場　所　北秋田市森吉コミュニティセンター

　　　　　開場　13：30　開演　14：00

　　　　　北秋田市文化会館

　　　　　開場　18：00　開演　18：30

●入場料金　２会場共通

　　前売券１，５００円、当日券１，８００円

※前売りで座席数完売のとき、当日券はあ

りません。なお、電話での予約販売は行い

ません。

●プレイガイド

　市文化会館、中央公民館、北秋教販、　

　日活書店、いとく鷹巣南店、福助堂、　

　森吉コミセン、前田、阿仁、合川公民館

●番　組　おはやし　田　中　ふ　ゆ
　一．寄席ばやしの実演解説
　一．柳　家　太　助（落語）
　一．林　家　正　楽（紙切り）
　一．古今亭　菊　朗（落語）
　一．鏡　味　仙三郎社中（太神楽曲芸）
　一．入船亭　扇　遊（落語）
◎お問い合わせ
　　北秋田市文化会館　�a６２－３３１１

※前売りで座席数完売のとき、当日券はありません。
　尚、電話での予約販売は行いませんので、ご了承ください。

平成17年7月23日（土）

前売券　1,500円（当日券1,800円）

平成17年６月24日（金）

※前売りで座席数完売のとき、当日券はありません。
　尚、電話での予約販売は行いませんので、ご了承ください。

プレイガイド

北秋田市－北秋田市文化会館・北秋田市中央公民館・北秋協販
　　　　　日活書店・いとく鷹巣南店・福助堂・小塚商店
　　　　　森吉コミュニティセンター・前田公民館・阿仁公民館
　　　　　合川公民館
大 館 市－大館市民文化会館・いとく大館ショッピングセンター

◎主催・お問い合せ

実施日時 平成17年7月23日（土）

入 場 料

森吉：前売券　1,300円（当日券1,500円）

鷹巣：前売券　1,500円（当日券1,800円）

森吉：前売券　1,300円（当日券1,500円）

鷹巣：前売券　1,500円（当日券1,800円）

チケット発売開始日 平成17年６月24日（金）

・昼夜２会場で公演
・場所　森吉コミュニティセンター
　　　　開場　午後１時30分　　開演　午後２時
・場所　北秋田市文化会館（旧たかのす風土館）
　　　　　　開場　午後６時　　　開演　午後６時30分

・昼夜２会場で公演
・場所　森吉コミュニティセンター
　　　　開場　午後１時30分　　開演　午後２時
・場所　北秋田市文化会館（旧たかのす風土館）
　　　　　　開場　午後６時　　　開演　午後６時30分

平成17年度 北秋田市文化会館自主事業

北秋田市合併記念 第１弾第１弾

文化庁芸術団体重点支援事業

柳 家 太 助

林 家 正 楽

古今亭菊朗

鏡味仙三郎社中

入船亭扇遊
北秋田市文化会館　　62－3311




